


特集

アー トはまちをどう変える？アー トとまちづくり
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離が縮まる」。2016年にスタジオプロ

グラムに参加した宮田明日鹿さんは、

家庭用電子編み機を改造して作品を

つくるアー テイスト。空き店舗を利用し

て開設したウインドー ギャラリ ーで制作

を開始すると、手芸好きの地元の女性

たちが興味津々。宮田さんはこ れを

きっかけにこの地区 にスタジオを構え、

親しくなった人 たちと「港まち手芸部」

を結成。今も活動を続けています。

「アー トって特別なこ とじ ゃなく て、

今あるものをもう一度しっかり見て新し

い価値を浮かび上がらせようとするこ

と。アプロー チは違うけれどまちづくり

も同じ。そういうことを必死で、やってい

るアーティストとの出会いは貴重だ
、

と思

います。」

＊「MAT, Nagoya (Minatomachi Art Table, Nagoya）」港まちをフィールドとしたアー トプログラム。港まちづくり協議会が母体となり、プロポーザルコンペ方式で事業者を決定する。

News Letter 

プログラム「MAT, Nagoya (Minato 

machi Art Table, Nagoya) J ＊はその

核となるもの。全国から招いたアー テイ

ストの企画展示や アー テイストの活動

をサポートする「MAT.Nagoya·スタジ
、

オプロジ
、

エクト」などさまざまなプロ

ジ
、

エクトを展開しています。

「何やっとるかわから んって、今も言

われますよJと笑うのは港まちづくり協

議会事務局次長の古橋敬ーさん。「で

も別の窓が聞くのが面白い」とも。

「昔、絵をやってた」「美大へ行きたい

んだけど」。通りすがりの人がアー テイ

ストと言葉を交わし、ダンスパフォ ーマ

ンスを見て小学生がそわそわする。

「作品を見た時、どう感じるかは自由。

子どもからおばあちゃんま で、本音の

反応が出てきて、まちの人 たちとの距

港まちに根づく

アー トプログラム

かつて町の多くの人が名古屋港で

働き、その発展 を支え、名古屋港ととも

に歩んできた港区西築地学区。昔の喧

騒こそなくなったものの、人付き合いの

濃さと下町情緒を残す このまちで、港ま

ちづくり協議会は「なごやのみ（ん）な

とまちJを合言葉にまちづくりを進めて

います。その拠点が旧文具店を再生し

た港まちポットラックピル（Minato

machi POTLUCK BUILDING）。

ここは、まちづくりの拠点 であると同時

に、現代アー トの企画展が開催される

なと枠にとらわれず創造的なまちづく

りを展開し港まちを発信しようという

場所です。2015年から 始まった アー ト
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読者ア ンケ 卜

いつもNews Letter （ニュースレター ）をご愛読いただきありがとうございます。
名古屋都市センターと広報誌News Letter （ニュースレター）に関するアンケー トにご協力ください。

ご記入いただいた内容は、名古屋都市センター の事業や広報誌の改善に利用させていただきます。

《アンケートの回答方法》

．郵送またはFAXでのご回答
誌面をコヒtーしご記入いただいたうえで、

下記の宛先までご送付ください。
《宛先》 干460-0023 名古屋市中区金山町一丁目1番1号
金山南ピル13階
名古屋都市センター企画課 ニュー スレター係

FAX: 052・678・·2209

《アンケート》

．アンケー トフ才 一ムからのご回答
こちらのQRコ ー ドから
アンケー 卜フォームにアクセスして
ご回答ください。

．メールでのご回答
誌面にこ

、

記入いただきスキャンした
うえで、下記のメールアドレスまで
ご送付ください。

main@nup.or.jp 

Q1 News Letter （ニユースレター）をどこで
入手されましたか？［必須］

口名古屋都市センター

口図書館
口生涯学習センタ
口美術館や博物館等の文化・教育施設
口観光案内所
口大学
口講演会やセミナー等
口その他

Q2 今号（vol.113）で良かった記事はどれですか？
（複数回答可）［必須l

口特集IアートとまちづくりJ
口平成30年度研究成果報告会 特別講演「公共交通情報の

デジタル化でおでかけが変わる～ICTで拡がる地域公共
交通の可能性～J

口まちづくり支援
「まちづくり活動助成活動成果報告＆交流会J

口まちづ、くり来ぶらり
口 INFORMATION
口特に怠い

Q4 店�J�-i���e仏語
ースレター）で取り上げてほしし、記事は

口センターで所蔵している貴重怠古写真の掲載と解説
口古地図の掲載と解説
口名古屋市内各地の町の紹介
口その他

Q7 年齢を教えてください。［任意］
口70代以上
口60代
口50代
口40代
口30代
口20代
口10代

QB 職業を教えてください。［任意I
口会社員
口自営業
口公務員・団体職員
口アルバイト ・ パート
ロ学生
日教職員・講師
口専門職（大学教授、医師、弁護士等）
口無職
口その他

ご協力いただき
ありがとうございました。

QS 名古屋都市センター（所在地：申区金山町1小1）の施設の
利用について（複数回答可）［必須I

口センターの主催する講演会やイベントに参加したことがある
口まちづくり広場（11階）の常設展示や企画展を見たことがある
口まちづくり広場（11階）の喫茶を利用したことがある
口まちづくりライブラリ ー（12階）を利用したことがある
口ホール（11階）や貸会議室（14階）を利用したことがある
口HPを閲覧したことがある
口利用したことは芯いが存在は知っている
口利用したことが怠く初めて存在を知った
口その他

Q6 名古屋都市センターが今後どのような場所になると
良いと思いますか？（複数回答可）［必須］

口常設展示が誰にでも分かりゃすい（易しい内容、外国語の併記主主ど）
口常設展示がより詳細で専門的主主内容に怠る
口力フ工で、飲食をし芯がら展示を見ることがで、きる
口Wi F1やコンセントの利用がで、きるカフ工がある
口力フ工でまちづ、くりライフ、ラリ ーの図書を閲覧できる
口センターの職員に気軽にまちづくりの相談ができる
口まちづくりライフ、ラリ ーでイベントを開催する
口営業時間を夜間まで延長する
口まちづくり団体が作業や会議のため利用するスペスがある
口その他 国

まちづくり広場（11階）

公益財団法人名古屋まちづく り公社

凶名古匡都市センタ ー

Nagoya Urban Institute

〒460-0023
名古屋市中区金山町一丁目1番1号

TEL 052-678-2208 

FAX 052・678・2209
http://www.nup.or.jp/nui/ 

金山南ピル

富襲
この印刷物は再生紙を使用しています。

｜ 利用案内⑨どなたでもご利用いただけます。 I 

｜

一くり広場
（展示スペース・ホール・喫茶コ ーナー）
火～金曜日：10 ：・00～18:00
土・日曜日・祝休日.10:00～17:00

｜

一刈ライブラU
火～木曜日；10:00～18:00
金曜日：10:00～20:00
土・日曜日・祝休日.10:00～17:00

｜
［休館日］
月曜日（祝休日の場合はその翌日）・年末年始
（まちづくりライブラリ ーは、上記のほか第4木曜日、特別整理期間も休館）

仁
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